
□ Ｓ ：大幅な目標を上回った

□ Ａ⁺ ：目標を多少上回って達成

☑ Ａ ：目標を達成

□ Ｂ⁺ ：目標を少し下回った

□ Ｂ ：目標を下回った

□ Ｃ ：目標を大幅に下回った

□ − ：外的要因より継続困難となった

【臨床工学室】

目標：ゴールに対する成果の状況

第1ゴール：タスク・シフト/シェアに必要な知識と業務体制の整備

目標：ゴール

3，研修効果の定期的な評価（理解度確認・実技チェック等）を実施し、内容の改善につなげる

医療機器使用に関する院内教育・研修を多職種に向けて実施する

1，業務別チェックリストの活用による一定期間での業務習得と知識のみえる化

第2目標：医療機器使用に関する院内教育・研修を計画的に実施し、対象職員の受講率向上を図る

指標名

2，医療機器使用に関する教育・研修を計画的に実施（実施回数：33回／部署：13）

昭和医科大学
江東豊洲病院

目標：ゴール達成による効果

第1目標：タスク・シフト/シェアに関する告示研修受講率100％を達成する

2，担当者によって指導内容にばらつきが出ないよう、教育マニュアルの整備と運用を徹底する

業務の幅を拡充させ、質の向上を目指す目的で資格取得を推進する。

第2ゴール：医療機器の安全使用に関する院内全体の知識底上げと医療安全の向上

1，研修内容の質を確保するため、教材の標準化と教育担当者間での共有を進める

クオリティインディケーター（QI）成果報告

目標：ゴールの課題・改善策

目標：ゴール達成度


